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「
マ
イ
ナ
ス
25
％
」
論
議
と

公
共
交
通

わ
が
国
政
府
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
２
０
２
０
年
に
は
１
９
９
０
年
比
マ

イ
ナ
ス
25
％
に
す
る
こ
と
を
国
際
的
に
表
明

し
た
。
２
０
５
０
年
に
は
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス

80
％
を
目
標
に
し
た
い
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
の
中
期
目
標
に
つ
い
て
は
、
前

政
権
で
１
９
９
０
年
比
マ
イ
ナ
ス
８
％
と
決

め
た
が
、
そ
の
際
、
こ
れ
を
含
め
て
６
つ
の

選
択
肢
が
複
数
の
政
府
系
研
究
機
関
の
モ
デ

ル
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
の

モ
デ
ル
も
、
環
境
税
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
・
炭
素
価
格
の
上
昇
に
伴
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
機
器
・
設
備
へ
の
転
換
、

太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
が
進
み
、
Ｃ
Ｏ
２

が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
結
果
を
経
済
モ
デ
ル
で
分
析
し
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
経
済
へ
の
影
響
を
算
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
６
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
削
減
率

が
最
も
大
き
い
の
が
マ
イ
ナ
ス
25
％
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
を

現
在
の
55
倍
（
マ
イ
ナ
ス
８
％
で
は
20
倍
）、

次
世
代
自
動
車
を
保
有
台
数
の
40
％
（
同

20
％
）、
住
宅
断
熱
化
を
す
べ
て
の
既
築
・

新
築
住
宅
（
同
新
築
の
80
％
）
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
鉄
鋼
・
セ
メ
ン
ト
・

化
学
な
ど
の
生
産
量
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
国
民

負
担
は
、
１
世
帯
当
た
り
年
間
36
万
円
で

あ
っ
た
。
政
府
の
マ
イ
ナ
ス
25
％
の
削
減
方

法
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
前
政
権
の
選
択
肢
に
あ
っ
た
マ
イ
ナ
ス

25
％
の
方
法
を
前
提
に
し
て
、
経
済
へ
の
影

響
な
ど
を「
再
計
算
」し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
政
権
で
算
出
さ
れ
た
中

期
目
標
の
選
択
肢
は
、
次
世
代
自
動
車
へ

の
買
い
換
え
、
太
陽
電
池
の
普
及
な
ど
「
機

器
」
の
転
換
・
導
入
だ
け
を
前
提
に
し
て
お

り
、
現
政
権
下
で
再
計
算
し
て
い
る
の
も
、

こ
れ
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
提

と
す
る
限
り
、
再
計
算
し
て
も
結
果
は
大
き

く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ

に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
地
域
の
公

共
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
あ
り
方
と
い
っ
た
「
脱
温

暖
化
社
会
」
の
本
質
的
な
課
題
が
全
く
視

野
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
マ
イ
ナ

ス
25
％
の
前
提
と
し
て
は
、
地
域
の
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
十
分
に
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。

３
つ
の
環
境
戦
略

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
脱
温
暖
化
社
会
や

循
環
型
社
会
の
形
成
、
あ
る
い
は
自
然
共
生

社
会
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
対
策
」

と
い
う
事
後
的
・
後
追
的
な
考
え
で
な
く
、「
○

○
社
会
」
づ
く
り
な
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め

の
戦
略
は
、
大
き
く
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

は
じ
め
に
登
場
し
た
の
が
「
効
率
戦
略
」

で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ク
、
エ
ル
ン

ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
バ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
ら
が
提
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唱
し
た
。
１
９
９
０
年
代
は
じ
め
に
、「
持
続

可
能
な
開
発
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ウ
ン
シ

ル
」（
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
、
現
在
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
が

「
環
境
効
率
」
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

「
環
境
効
率
革
命
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
自
動
車
の
燃
費
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
効

率
は
格
段
に
向
上
し
た
。
し
か
し
、
個
々
の

機
器
の
効
率
が
向
上
し
て
も
、
機
器
の
台

数
が
増
え
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
消
費

量
は
増
え
る
。
こ
れ
は
、「
Ｎ
字
カ
ー
ブ
の
ジ

レ
ン
マ
」
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
効
率
の
高

い
機
器
を
導
入
す
る
と
、
そ
の
使
用
時
間
な

ど
が
増
え
て
し
ま
い
、
効
率
向
上
の
効
果
は

減
殺
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
リ
バ
ウ
ン
ド
効
果
」

と
言
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
、
自
動
車
で
あ
れ
ば
、

バ
イ
オ
燃
料
に
す
る
と
、
環
境
へ
の
負
荷
は

な
く
な
る
。
移
動
手
段
を
自
動
車
か
ら
鉄
道
、

自
転
車
な
ど
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

環
境
負
荷
は
格
段
に
減
る
。
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ー

バ
ー
は
、
こ
れ
ら
を
「
整
合
戦
略
」
と
呼
ん

で
い
る
。
た
だ
し
、
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
の

た
め
に
、
生
態
系
を
破
壊
し
て
し
ま
う
場
合

も
あ
る
。
ま
た
、
近
く
ブ
レ
イ
ク
し
そ
う
な

電
気
自
動
車
も
、
単
体
で
み
れ
ば
効
率
は
良

く
、
走
っ
て
い
る
と
き
に
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は

な
い
が
、
社
会
全
体
が
電
気
自
動
車
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
発
電
所
が

必
要
に
な
る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
プ
の
異
な
る

効
率
戦
略
で
あ
っ
て
、
本
質
的
な
解
決
策
に

な
ら
な
い
。

３
つ
目
の
戦
略
は
、「
充
足
戦
略
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ハ
ー
マ
ン
・
デ
イ
リ
ー
、
ボ

ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
ッ
ク
ス
ら
が
提
起
し
た
。「
充

足
」
と
は
何
か
を
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
が
、「
移
動
」
を
例
に
し
て
そ
の
方
法

を
示
す
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
地
産
地

消
と
い
っ
た
移
動
す
る
距
離
を
短
く
す
る
仕

組
み
、
あ
る
い
は
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
移
動
す
る

手
段
を
共
有
す
る
仕
組
み
な
ど
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
日
本
の
中
期
目
標
の
設
定
の
際

に
採
用
さ
れ
、
再
計
算
さ
れ
て
い
る
の
は
、

主
に
、
環
境
効
率
戦
略
で
あ
り
、
太
陽
光
発

電
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
全
国
レ
ベ
ル

の
取
り
組
み
だ
け
で
あ
る
。
図
２
に
あ
る
よ

う
に
、
効
率
戦
略
だ
け
で
は
、
中
長
期
的
な

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
削
減
で
き
ず
、
整
合
戦
略

と
充
足
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
っ
て
、
は

じ
め
て
中
長
期
的
な
削
減
が
可
能
に
な
る
こ

と
が
わ
か
る
。

交
通
関
係
で
い
え
ば
、
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
整
合
戦
略
と
充
足
戦
略
の
組
み
合
わ
せ

が
、
中
長
期
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
鍵
と
な
る
の

で
あ
る
。

公
共
交
通
を
軸
と
し
た

整
合
戦
略
と
充
足
戦
略
の
組
み
合
わ
せ

図
３
は
、
筆
者
ら
が
作
成
中
の
東
海
３

県
の
２
０
５
０
年
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
マ
イ
ナ

ス
80
％
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

「
削
減
策
」
の
上
か
ら
２
つ
（
燃
費
の
良
い

自
動
車
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
家
電
製

品
へ
の
転
換
、太
陽
光
発
電
大
幅
導
入
）
は
、

全
国
レ
ベ
ル
の
削
減
策
で
あ
る
。
政
府
の
中

期
目
標
達
成
の
主
要
な
削
減
策
で
あ
る
が
、
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効率戦略
Efficiency

①燃費の良い自動車
②エネルギー効率の
　高い家電製品
③リサイクル

①バイオ燃料の自動車、
　鉄道・バス・自転車
②太陽光発電、
　太陽熱温水器
③リユース

①カーシェアリング、
　コミュニティサイクル
②パッシブソーラー
③リデュース
④コンパクトシティ、
　地産地消

整合戦略
Consistency

充足戦略
Sufficiency

全国レベル

BAU
（成り行きケース）

BAU
（人口が 20％減に、
 CO2は10％減に）

地域レベル
図1　3つの環境戦略
出所：“Fair Future-Ein Report des WuppertalInstituts-Begrenzte
Ressourcen und Globale Gerechtigkeit”（2006 年）などから筆者作成

図 3　東海 3県における 2050年 CO2マイナス80％ロードマップ（イメージ）
出所：筆者作成

図 2　効率戦略・整合戦略・充足戦略の関係図式
出所：筆者作成

1990

一次エネルギー供給量は約 4割減に

2000 2010 2020 2030 2040 2050

時間

環境負荷量
（例：CO2、資源燃費）

リバウンド効果
N字カーブのジレンマ
リバウンド効果
N字カーブのジレンマ

効率
戦略

整合
戦略

充足
戦略

注：原子力（3基）・水力は現状維持

最終エネルギー消費は半減に

90年比
80％減

90年比
20％強減

全国レベルの削減策

1.16億 t

1.26億 t

0.93億 t

地域に根差した削減策

燃費の良い自動車・
エネルギー効率の
高い家電製品への
転換

郊外の大型石炭火力
から都市ガス熱
併給発電への転換

公共交通＋コミュニ
ティサイクル・
カーシェアリング

熱併給発電からの
熱への転換
（コンパクトシティ）

省エネ・節水型・太陽熱・
断熱等リフォーム

廃棄物系バイオマス・
メタンの都市ガス等利用

「駅そば生活」
（コンパクトシティ）

太陽光発電大幅導入

廃プラの代替燃料化

自治体グリーン PPS

15％

5％

5％

5％

4％

2％

5％

5％

10％

20％

90 年
排出量に
占める
削減量
の割合削減策

0.12億 t0.12億 t
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こ
れ
ら
だ
け
で
は
２
０
５
０
年

に
１
９
９
０
年
排
出
量
の
20
％

程
度
の
削
減
に
し
か
な
ら
な
い
。

「
削
減
策
」
の
３
つ
目
以
下
の

地
域
に
根
差
し
た
削
減
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
地
域

に
お
け
る
交
通
体
系
、
ま
ち
づ

く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
改
革
で
あ
る
。

（
１
）「
公
共
交
通
＋
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」

こ
の
う
ち
、「
公
共
交
通
＋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
公
共
交
通
と
連
携
さ
せ
、

こ
れ
ら
が
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
動
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
が
狙
い
。
前
述
の「
整
合
戦
略
」

と
「
充
足
戦
略
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

後
述
の
よ
う
に
、
名
古
屋
市
内
で
は
、
こ

れ
を
目
指
し
た
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
き
た
。

（
２
）「
駅
そ
ば
生
活
」

ま
た
、「
駅
そ
ば
生
活
」
は
、
名
古
屋
市
が

最
近
策
定
し
た「
低
炭
素
都
市
な
ご
や
戦
略
」

に
お
け
る
主
要
な
方
策
の
１
つ
で
あ
り
、
公

共
交
通
の
駅
、
特
に
、
交
通
の
結
節
点
の

周
辺
に
、
生
活
・
仕
事
圏
を
形
成
さ
せ
て
い

き
、
人
や
物
資
の
移
動
の
距
離
を
短
く
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
都
市
名
古
屋
と

い
え
ど
も
、
長
期
的
に
は
人
口
が
減
少
す
る

の
で
、
名
古
屋
市
内
を
数
十
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
に
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。な
お
、

「
低
炭
素
都
市
な
ご
や
戦
略
」
の
削
減
目
標

は
、
２
０
２
０
年
に
１
９
９
０
年
比
マ
イ
ナ

ス
25
％
、
２
０
５
０
年
に
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス

80
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
鳩
山
政
権

誕
生
以
前
に
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
駅
そ
ば
生
活
」
に
は
、
さ
ら
に
別
の
大

き
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
あ
る
。

「
戦
略
」
に
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図

３
の
「
削
減
策
」
の
下
か
ら
２
つ
目
の
「
熱

併
給
発
電
か
ら
の
熱
へ
の
転
換
」
で
あ
る
。

駅
の
周
辺
に
生
活
・
仕
事
圏
を
形
成
し
て
い

く
と
、
そ
こ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
、
熱

の
需
要
が
集
中
す
る
。
そ
こ
で
、
現
在
は
郊

外
に
あ
る
大
型
の
発
電
所
の
寿
命
が
く
る
頃

（
２
０
３
０
年
頃
）
に
、
駅
周
辺
の
生
活
・

仕
事
圏
ご
と
に
、熱
併
給
発
電
所
を
設
置
し
、

都
市
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
、
熱
需
要
に
応
じ

て
運
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
排
熱
を

地
域
の
冷
暖
房
・
給
湯
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
。
筆
者
の
計
算
で
は
、
発
電
排
熱
が
こ
れ

名古屋市では、公共交通と自動車の利用割合を現状の 3：7 から 4：6 へ転換することを目指している。

栄駅近くにあるCO2 濃度データの街頭表示装置
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ま
で
の
灯
油
・
都
市
ガ
ス
な
ど
に
代
替
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
名
古
屋
市
内
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、１
９
９
０
年
排
出
量
の
９
・
８
％

が
削
減
さ
れ
る
。

低
炭
素
都
市
を
つ
く
る
う
え
で
、
公
共
交

通
の
「
駅
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で

あ
る
。

「
名
チ
ャ
リ
」（
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
う
放

置
自
転
車
を
活
用
し
た
共
有
自
転
車
）

筆
者
の
研
究
室
で
は
、
学
生
た
ち
の
企
画

に
よ
り
、
放
置
自
転
車
を
活
用
し
た
共
有
自

転
車
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
験
を
３
回
実
施
し

て
き
た
。「
名
チ
ャ
リ
」で
あ
る
。
名
古
屋
は
、

ほ
と
ん
ど
が
平
坦
な
地
形
で
あ
り
、
自
転
車

の
利
用
が
活
発
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
放
置
自

転
車
の
量
も
多
い
。
名
古
屋
市
は
、
毎
年
、

約
7
万
台
の
放
置
自
転
車
を
収
集
し
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
、
所
有
者
が
現
れ
な
い
の
が

約
３
万
台
程
度
あ
る
。
一
方
、
名
古
屋
市
の

ヒ
ト
の
移
動
の
交
通
機
関
別
の
分
担
率
は
、

自
動
車
が
約
７
割
、
そ
の
他
が
約
３
割
で
あ

り
、
東
京
23
区
や
大
阪
市
と
は
逆
の
割
合
に

あ
り
、
名
古
屋
市
が
自
動
車
に
大
き
く
依
存

し
た
都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
、
自
転
車
は
個
人
が
私
有
し
て

お
り
、
目
的
地
に
着
け
ば
、
そ
こ
に
鍵
を
か

け
て
置
い
て
お
く
。
置
い
て
あ
る
場
所
に
も

よ
る
が
、
置
い
て
あ
る
自
転
車
は
他
の
人
の

邪
魔
に
な
る
だ
け
で
、
何
の
役
に
も
た
た
な

い
。
そ
こ
で
、
自
転
車
を
個
人
所
有
で
な
く
、

だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

と
、
１
台
の
自
転
車
の
利
用
の
回
転
率
が

高
ま
り
、
置
い
て
い
る
時
間
が
短
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
名
チ
ャ
リ
の
発

想
で
あ
る
。
２
０
０
７
年
12
月
の
社
会
実
験

（
自
転
車
１
０
０
台
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
５
カ

所
、
２
週
間
）、
２
０
０
８
年
９
月
の
社
会

実
験
（
自
転
車
１
０
０
台
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

５
カ
所
、
３
日
間
）
の
結
果
で
は
、
１
台
当

た
り
の
利
用
回
数
は
１
日
で
２
回
を
超
え
て

い
た
。
２
０
０
９
年
10
月
20
日
か
ら
の
３
回

目
の
社
会
実
験（
自
転
車
３
０
０
台
、ス
テ
ー

シ
ョ
ン
30
カ
所
、
２
カ
月
間
）
で
は
、
会
員

登
録
も
11
月
末
で
２
万
人
を
超
え
、
１
台
当

た
り
の
利
用
回
数
は
８
回
を
超
え
る
日
が
続

く
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う
1
つ
の
目
的
で
あ
る
自
動
車
か
ら
公

共
交
通
＋
名
チ
ャ
リ
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
実
験
で
は
、
多
く
が
徒
歩

の
代
替
で
あ
り
、
自
動
車
の
代
替
は

５
％
程
度
と
み
ら
れ
る
が
、
３
回
目
の

社
会
実
験
は
、
規
模
が
大
き
く
、
期
間

が
長
い
こ
と
も
あ
り
、
郊
外
か
ら
の
買

い
物
、
通
勤
な
ど
で
自
動
車
を
使
っ
て

い
た
人
が
、
公
共
交
通
＋
名
チ
ャ
リ
に

乗
り
換
え
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
。３

回
目
の
社
会
実
験
で
は
、
図
４
の

よ
う
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
て
あ

る
。名

鉄
・
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
の
名
古
屋
駅
か

ら
中
心
部
の
栄
ま
で
の
間
の
公
共
交
通

（
名
古
屋
市
交
通
局
・
地
下
鉄
）
の
駅

の
近
く
、
人
が
集
ま
る
主
要
な
地
点
計

30
カ
所
で
あ
る
。３
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

名
チ
ャ
リ
は
大
変
な
人
気
で
あ
り
、
30
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
10
台
の
自
転
車
が
配

備
し
て
あ
っ
た
が
、
日
中
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
自
転
車
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
う
名
チ
ャ
リ

は
、
こ
れ
を
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
交
通
と
連
携
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
事
業

化
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

公
共
交
通
の
役
割
の
新
た
な
視
点

自
動
車
か
ら
公
共
交
通
へ
シ
フ
ト
し
、
自

動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
削
減
す
る
こ
と
が

脱
温
暖
化
社
会
づ
く
り
の
重
点
の
1
つ

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
整
合
戦
略
」
と

「
充
足
戦
略
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
１
つ
は
、「
駅
そ
ば
生
活
」
と
い

う
名
古
屋
市
が
構
想
し
て
い
る
公
共
交
通
の

「
駅
」
を
中
心
と
し
た
生
活
・
仕
事
圏
づ
く

り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
の
改
革
に
も
つ
な
が
る
。も
う
１
つ
は
、

放
置
自
転
車
を
活
用
し
た
共
有
自
転
車
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
が
公
共
交
通
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
公
共
交
通
＋

共
有
自
転
車
へ
の
シ
フ
ト
に
つ
な
が
る
。

政
府
の
２
０
２
０
年
マ
イ
ナ
ス
25
％
の
シ

ナ
リ
オ
は
、
前
政
権
が
試
算
し
た
国
民
負
担

の
再
計
算
な
ど
で
は
な
く
、こ
の
よ
う
な
「
整

合
戦
略
」「
充
足
戦
略
」
の
視
点
か
ら
の
、
地

域
に
根
差
し
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
策
に
着
目
し
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
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名チャリ・ステーション（栄広場：地図の 26 番）

図 4　名チャリ社会実験 2009（ステーション地図）出所：http://meichari.jp/portal/cycleStation.do
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